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　現在私は石川啄木についての研究と，文学と病の研究
の2つを自分のテーマとして行っている。2001年度，石
川啄木については北海道との関係を，又，文学と病と
の研究については結核との関連を研究して，以下の2つ
の論文にまとめた。
　「石川啄木と北海道」（人文研紀要・第50冊・2002年
1月・1～13頁）
　啄木は1907年5月から翌年4月まで，北海道の函館，
札幌，小樽，釧路を新聞記者や小学校の代用教員をしな
がら漂泊した。まず啄木が北海道に対して持ったイメ
ージを検討した結果，開拓されたばかりの自由な土地，
ロシアを想起させる雄大な自然，北海道を横断できる鉄
道の時代というイメージを持ったことがわかった。また，
それぞれの街の違いもあった。函館には内地に近い整頓
されたイメージを，札幌には内地離れした美しくハイカ
ラなイメージを，小樽には活気にあふれる男性的なイメ
ージを，そして最後の釧路にはまだ開発されていない雄
大な自然を感じたことが分かった。特に小樽では「かな
しきは小樽の町よ／歌ふことなき人人の／声の荒さよ」
という歌を詠んだことから，小樽を侮辱していると非難
されたこともあったが，実際には小樽の活動的で男性的
な街の様子を「頒辞」として詠んだものであったことを
論証した。最後に啄木が北海道から得たものをまとめ
た。それはまず『一握の砂』の第4章「忘れがたき人人」
に，133首の歌を詠むことができたことと，そのような
人間関係のネットワークをつくることができたことであ
る。またどん底の生活をすることにより，啄木の思想
を浪漫的なものから現実的なものに変わるきっかけを与
えたのであった。
　「日本近代文学と結核一負の青春文学の系譜一」（人
文研紀要・第51冊・2002年3月・1～24頁）
　日本近代文学と結核については，既に柄谷行人や福田
眞人などの先行研究がある。それらは徳冨薦花『不如帰』
系列をロマン化されたものとし，正岡子規系列のものは
非ロマン化されたものとして分析するものであった。私
はそういう視点ではなく，文学者が結核に冒されている
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場合と，そうでない場合とではどのような相違があるの
かという視点から分析した。具体的には結核に冒されて
いた場合として正岡子規，石川啄木，国木田独歩など
の作品を，そうでない場合として『不如帰』，永井荷風
『新任知事』，田山花袋『田舎教師」などの作品を取り上
げた。そこから結核に冒された文学者のものは短詩系文
芸か日記，随筆が中心であるのに対して，そうでない場
合は中編か長編であることがわかった。又，結核の描写
ということでは，結核に冒されていた文学者のものには
とりわけ疲の描写が多いこともわかった。それから結核
に冒されていない文学者が何故そのような作品を書いた
のかを考察したが，必ずそこにモデルとなる人物がいる
こともわかった。
　最後に結核が死に至る病であった時代の作品と，そう
ではなくストレプトマイシンにより治る時代になってか
らの作品とに，どのような相違があるのか分析した。遠
藤周作『四十歳の男』や斎藤綾子『結核病棟物語』など
の治る病になってから作品を分析すると，社会復帰と社
会的偏見の問題があることがわかった。
